
：（参考）  
l  

t  

l  

メタポリ ックシンドローム（内臓脂肪症侯群）の疑いの判定方法については、現童  

：時点において決定的なものではない。  

本報告においては、糖尿病実態調査（厚生労働省：平成9年、車成14年）において、へ；  

11 ：モグロビンA．。値5．6％以上6．1％未満を「糖尿病の可能性を否定できない人」として集計：  

l ：していることから、基準の血糖を“ヘモグロビンAl。値む旦塾’’とした場合についても、  
l  

：メタポリ ックシンドローム（内臓脂肪症候群）の状況を示す。  
l  

l  

l  

l  

園5 メタポリックシンドローム（内院脂肪症侯群）の状況（20歳以上）  

（血糖リスク：ヘモグロビンA．．値 5．6％以上の場合）  

匂メ妹■肋クシント■ローム（内肺肪症候群）の予備闇追考えられる者（腹囲≧85¢m＋項目1つ故当）  

■′妹●肋ケシ外●トム（内臓脂肪症候＃）が強く疑われる看（脚≧85Gm＋項巨2つ以上該当）  

鰍  20－29織  80－39歳  4ひ－49i  50－59慮  60－69鐘  TOi以上 （再恥伯一丁4i  

ー  40  

蛾  飽－29ま  3か3城  4かヰ9鐘  50－59i  ¢ト¢9i TO象臥上・（再掲）4ト丁▲歳  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

l  
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4．腹囲区分別、血中脂質、血圧、血糖のいずれかのリスクを有する状況   

メタポリックシンドローム（内臓脂肪症侯群）の診断基準の1つである腹  

囲が男性85cm、女性90cm以上の者は、未満の者に比べ、血中脂質、血圧、血  
糖のいずれかのリスクを2つ以上有する割合が高い。   

メタポリックシンドローム（内臓脂肪症侯群）の診断基準の1つである腹囲が  

男性85cm、女性90cm以上の者は、未満の者に比べ、いずれの年齢階級において  

も、メタポリックシンドローム（内臓脂肪症侯群）の疑いの判定項目である、  

血中脂質、血圧、血糖のいずれかのリスクを2つ以上有する割合が高かった。   
また、血中脂質、血圧、血糖のいずれかのリスクを2つ以上有する割合は、  

男女とも年齢とともに増加していた。  

図6 腹囲区分別、血中脂質、血圧、血糖のいずれかのリスクを有する割合（20歳以上）  

■リスク3つ該当  臼リスク2つ該当  ロリスク1つ該当  

■
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○
 
 

▲
．
 
 

■
○
 
 

85cm8訣Tn  85cm85d11 85cm8おIl  
未満 以上  未済 以上  未満 以上  

60一づ9歳 70歳以上（再掲）《ト74歳  

85d・118知m 85ロ¶馳rl  
未満 以上  未満 以上  

40－49歳  5か・－59歳  

8！km8王km  8おI18おm  85cm85m  
未満 以上  未満 以上   未満 以上   

総枚  20－29歳  30－39歳  

▲
U
 
 

○ 
  
  
  
▲T
  

∈mコm耽m  ∝bll敗rn  弧：m’∝bn  

未満 以上  未満以上  未満 以上  

餌－づ9歳 70歳以上（柳卜了4歳   

∝b¶耽m ∝）（コm肋n  

未満 以上  未満以上  

糾9最 知－59歳  

∝b¶馳m  ∝b¶∝b¶  馳Il∝b¶  
未満 以上  未満 以上  未満 以上   

級  紛一盟歳 ∽－39歳  
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第2部 生活習慣に関する状況  

1－ 喫煙の状況   

現在習慣的に喫煙している者の割合は、男性では30歳代が最も高く約6割、  
20、40、50歳代で約5割、女性では20～30歳代で最も高く約2割。   

現在習慣的に喫煙している・者の割合は、男性で約4割、女性で約1割であり、  
男性では30歳代が最も高く約6割、20、40、50歳代で約5割、女性では20～30  
歳代で最も高く約2割であった。   

また、男性において過去習慣的に喫煙していた者の割合は、年齢とともに  
高くなっていた。  

国7 喫煙の状況（20歳以上）  

■現在習≠的に喫煙している春 陽過去習≠的に喫煙していた看 Ⅳ喫煙しない者  

総数  ヱ○－20鐘  30－30歳  40－49鑓  5D－印象  的－89鐘  TO歳以上  

■現在習慣的に喫煙している者1針過去習憮的に喫煙していた者口喫煙しない者  

総数  20－29鐘  30－39i  ●0－ヰ9i  5ロー59生  80一閃慶  一O蒙以上  

現在習慣的に喫煙している者：  

これまで合計100本以上又は6ケ月以上たばこを吸っている（吸っていた）者のうち、  

「この1ケ月間に毎日又は時々たばこを吸っている」と回答した者  

過去習慣的に喫煙していた者：  

これまで合計100本以上又は6ケ月以上たばこを吸っている（吸っていた）者のうち、  

rこの1ケ月間にたばこを吸っていない」と回答した者  

；喫煙しない者  

「まったく吸ったことがない」又は「吸ったことはあるが、合計100本未満で6ケ月ミ  

； 未満である」と回答した者  

ー 9 －   



2．歯の本数とかんで食べる時の状況   

40歳以上において、歯の本数が20本以上の者は19本以下の者に比べ、「何で  

もかんで食べることができる」と回答した者の割合が高い。   

40歳以上において、「何でもかんで食べることができる」と回答した者の割合  

は、歯の本数が20本以上の看では約8割である一方、歯の本数が19本以下の者  

では約5割であり、歯の本数が20本以上の者は19本以下の者に比べ、いずれの  

年齢階級においても、 「何でもかんで食べることができる」と回答した者の割合  

が高かった。  

図8 歯の本数区分別、「何でもかんで食べることができる」  

と回答した者の割合（40歳以上）  

口19本以下  ■20本以上  

4か・49歳  5（ト59歳  60－69鼓  70鼓以上  75鼓以上（再掲）  

□相木以下  t20本以上  

朋ト49鼓  50－59歳  6ト69鼓  TO鼓以上  75鼓以上（再掲）   

－ －－■ ■■ ▼ － 一一 － －－－一▼－ －一－－ －－ － － －一 一 － ■－ －一、一－ － 一一－ － － ■■－ － － －－ ■ ■■● － － 一 一■ ■ ■■■ ■■ － － ■ ■■ 一 ■■ ■■ －■ ● ■■ ● ■ ■ ■ ■ 一一 ■ ■ ● ■ － ■●－ 一 ■ ■ ■ － ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ● － ● ■ ■■ ■ ■  

蔓 30歳代以下においては、歯の本数が19本以下の者が少ないことから、歯の本数に関する：  

：比較は困難である。  
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3，喫煙習慣と歯の状況   

40歳以上の男性においては、現在習慣的に喫煙している者は喫煙しない者に  

比べ、「何でもかんで食べることができる」と回答した者の割合及び歯の本数  

が20本以上の者の割合が低い。   

「何でもかんで食べることができる」と回答した者の割合は、年齢とともに低  

くなっており、現在習慣的に喫煙している者は喫煙しない者に比べ、40歳以上の  

いずれの年齢階級においても低かった。   

また、歯の本数が20本以上の者の割合も年齢とともに低くなっており、現在習  

慣的に喫煙している者は喫煙しない者に比べ、40歳以上甲いずれの年齢階級にお  

いても低かった。  

図9 喫煙習慣別、「何でもかんで食べることができる」  

と回答した者の割合（40歳以上）  

ヰ【ト伯歳  ∝ト59歳  60一棉歳  了0歳以上  

図10 喫煙習慣別、歯の本数が20本以上の者の割合（40歳以上）  

5¢－－59象  70塵以上   

ーー■■－■■－●■－■■■■■■■■■■■■■■■一■■－一■■ ■■■■■－－－－－－－－－－－－－－ －－－一一－－ －■■－－－－－－－－－－ 一一■－－－－－■■■－■－－■■■－■■一■■－■一■■●■■■■■■■  

：女性においては、現在習慣的に喫煙している者の割合が少ないことから、喫煙習慣；  

；別の比較は困難である。  
■ ■■ ■■－ ■ ■－－●－ ■■■－ ■■●－ ■－ ■■－■■ ●－， ■ －■ ■■■ ■ －■ － －－ －－－ －一一 －－ － ■－－－ －－－－－－－－－一 一 －一 一－－ －■－－■■ －■ ■■■ ■ ■ ■■－ ■■●■－ ■ ■ ● －－一 －－ ●■ ● ■■  
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4＿ 運動習慣の状況   

運動習慣のある者の割合は、成人の男性で約3割、女性で約2．5割。   

運動習慣のある者の割合が高いのは、男性では60歳以上、女性では50歳  

以上、一方、その割合が低いのは、男性の20～50歳代、女性の20～40歳代。   

平成16年の結果では、運動習慣のある者（1回30分以上の運動を週2日以上実施し、  

1年以上継続している者）の割合は、男性の60歳代以上で高く、男性の20～50歳代、  

女性の20～40歳代で低かった。   

また、運動習慣のある者の割合の年次推移をみると、単年では、ばらつきがあ  

るものの、経年的な傾向としては男女とも総数ではほぼ横ばいである。年齢階級  

別にみると、男性の60歳以上、女性の50歳以上で高く、▼その他の比較的若い年齢  

層で低い傾向が続いている。  

図11運動習慣のある者の割合（20歳以上）  

t男性  口女性  

総数  20－29歳  30－39象  ヰ0－49歳  50－59歳  60－89歳  TO歳以上  

図12 運動習慣のある者の割合の年次推移（20歳以上）  

ーγ縁故 －●一之○一2，鐘 ≠ 小・80－3さ鐘 ∵耶卜■9塵 十50－59塵・－－－一肌叫柑鐘 一女一TO歳以上  

H6 H7 日B HB HlO HllH12 ti13 H14 HI5 日16  H8 H7 HB H9 HlO HllH12 H13 H14 H15 H16  

；運動習慣のある者：  ‾ 「  
「健康日本21jの目標値  （2010年）  ：1回30分以上の運動を週2日以上実施喜  

… し、1年以上継続している者  
運動習慣看の割合 男性 39％長  

女性 35％彪   

－12 －  



5．朝食の欠食率   

朝食の欠食率は、平成11年以降、全体的に男女とも増加しており、特に  

男女とも20歳代で最も高く、男性で約3割、女性で約2割。   

20歳代の一人世帯に限った朝食の欠食率は、男性で約7割、女性で約3割。  

．朝食の欠食率は、特に男女とも20歳代で最も高く、男性で34．2％、女性で22．0  

％であり、その後、年齢とともに低くなっていた。   

一人世帯に限った朝食の欠食率は、男性の20歳代で65．5％、30歳代で41．4％で  

あり、女性の20歳代で29．0％であった。  

図13 朝食の欠食率の年次推移（1歳以上総数）  

十総数十男性 －▲一女性  

H7  HB  H9  HlO  Hll  ll12  H13  H14  H15  HItl 

図14 朝食の欠食率（1歳以上）  区総数 ■男性  □女性  

総数  卜6歳  ト14i 15－1g歳 21ト凹i30－39i 40－4Ii 50－59i 60－69歳 70歳以上  

図15 朝食の欠食率 一全体と一人世帯－（20歳以上）  

8全体   ■一人世帯  区全体   ■一人世事  【叫  
t00  

80  

80  

40  

20  

0  

【叫  
1D0  

80  

80  

10  

20  

0  

20－2It 30－ユIt 仙一日t 50－51■ …－印象 TO■以上  20一別帽l：川一朗i．朝一朋噌150－5‖l」和一8さi TOi以上  

‾‖‾‾‾‾‾‾‾‾  
：盲面壷亨ゐ†夷哀了白坂〒≦ぢあ頭首高台高手あ盲了 「健康日本21」の目  
l ：①何も食べない（食事をしなかった場合）  

（2010年）  

朝食の欠食率 20、30歳代男性15％以下   ：②菓子、果物、乳製品、し好飲料などの食品のみ食べた場合  こ  

：③錠剤・げセル・顆粒状のビタミン・ミネラル、栄養ドリンク剤のみの場合  
－ －－ － －一 一 － －－ － － 一 一・－ － － －－一 － － －－●－ － 一一 － － ■－ －■ － － － － － － － ■ － － ■■■ ■ ■ －  
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